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1　 は じめ に

　本研究は，瀬戸内海沿岸域を対象と して ，資源涵

養によ る沿岸地域の再構成を行う上での 広域管理の

必要性にっ い て ，水産資源と漁港施設立地を通して

検討する こ とを目的 として い る．

　昨今 ， 海洋深層水や風力等の自然的資源の創造 ・

利活用 （＝ 資源涵養）が注目され て い る．水産分野

にお い て も
， 水産庁を中心に人工 的な湧昇流の創出

による 「漁場創生」 が模索されて きており，最近で

は沖合い での高層漁礁やマ ウン ド漁場の設置な ど，

広域的 ・資源管理型の 沖合漁場の創生が試み られて

い る 1）．

2広域的な資源管理 ・地域計画の 必要性

　漁場は海洋環境の作用 により創出するもの で あり

Pt，平山ら 3 が提唱するような 「資源管理型」 漁業

が長野 ・稲田 alの広域的視点か ら展開されている．

しか し，水産業は海洋環境・漁場 ・労働力確保・加 工 ・

流通・消費が連携し， かっ 複雑に構成されるものであ

る．工業立地論tk　1 的な考えに立てぱ （図 1），漁場

（≒ 原料供給地）は，漁港 （≒ 工場）の立地を作用

する．漁場が創生され得る海洋環境を考慮しなが ら
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　図 1 研究対象領域鯨瞰霞 （Surfer＆0によ る ）
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慮しなけれ ばな らな い，漁場創生は，これ ら全て を

鑑み，総合的に造 りあげて い く必要が ある．前述の

「資源管理型」漁業・漁場創生による海域の有効利用
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ら水産業を大局的に捉える必要があろう．

3．　 瀬戸 内海沿岸域

　著者らは これ まで ，この ような考えか ら千葉県沖

を対象に漁場の位置情報と漁港立地の 空間的関係性

を検証して きた O．本稿では，広域的な資源管理，

地域計画を考えた とき複数の県にまたが っ て 管理す

る必要がある瀬戸内海沿岸域を対象とした （図 1 ：

東経 131
°

〜 135Q
， 北緯 33

°〜35
°注 2

），

　瀬戸内海を囲む瀬戸内地域は瀬戸内海とい う恵ま

れた資源を有し， 漁業や水運等を利用して 古くから

発展 してきた地域だが，近年 ， 地場産業の衰退， 産

業移転，中心市街地衰退 人口減少等，様々 な面で

停滞して い る．しか し，西 日本国土軸 ・太平洋新国

土軸の 中央に位置し， 潜在的には大きな開発余力を

有 して い る 地域と さ れ て い る．

瀬戸内海の漁業を管理して い るの は，各県 ・各市

町村 の 農林水産部水産課を統括する水産庁瀬戸内漁

業調整事務所 （神戸市）であり （図 3），農政にお け

る九州農政局 （熊本市），中四国農政局 （岡山市）の

管轄 （図 4）よ りも若干広くな っ て いる．

　平成 13年の漁港法 （昭和二 十五年五 月二 日法律第

百三十七号）の改正を受け，都道府県の 区域を越え

て広域的に分布回遊する水産資源の管理に係る漁業

調整を行うため の広域漁業調整が行われてお り，ま

す ます 広域的な管理に関する議論の 醸成は必要とさ

れて い る．

　本研究では，上 記に対象領域に該当する 目本海洋

データセンタ
ー
作成の 500m メ ッ シュ 水深デー

タ，

を南北 480 メ ッ シ ュ ×東西 640メ ッ シュ
＝・307，200

メッ シュ になるように補正 して 使用 した．以降この

メ ッ シ ュ デ
ー

タをベ ー
ス に研究を進める．

4資源の定量化

　水産分野にお ける資源とは 「漁業によ っ て 現に利

用され て いるか、ある い は将来の利用 を前提として

考えた場合の ．有用水産物の総称」とされ ている （田

中 （1985））．本研究ではこれに加えて，上述のよう

に漁場は海洋環境に作用される こ とか ら， それ を作

用する環境要素の 二 つ の側面か ら考えることと した．

この 二 つ は、海況 と漁況と捉える こ ともできよう （杉

本ら （1987））。

　（D 潜在的な資源量としての環境要素指標

　 最も用いられて い る指標 として，魚の餌となるプ

ランク トン の存在を示す植物プランク トン濃度 （ク

ロ ロ フ ィ ル a 濃度）が ある ．植物プランクトン の発

生を促す湧昇流海域の抽出
6）
や溶存酸素濃度も用 い

る手1法もある
7），

　（2）実際の資源量指標

　漁業によっ て実際利活用で きる資源量に つ い ては，

資源量指数 ：漁獲量t曳網回数 （CPUE）8）や各県水

産関係機関が発行する漁場図をデジタル化する手法

等がある．しかし、実際の資源量を正確に捉える こ

とは難 しく、ク ロ ロ フ ィル a 濃度等をもっ て 漁況の

予測をす る こ とが多 い。

（3）瀬戸内海沿岸域における事例

　図 6 ・
図 7 は ， 図 5 の 水深デ

ー
タを基に して ，当

該メ ッ シュ の東側 ・西側の メ ッ シ ュ が当該メ ッ シ ュ

よ りも 10m 以上深 い メ ッ シ ュ （図 9 参照）を抽出し

たものである．文献で示され て い る通り海底勾配と

漁獲に相関が あることから，これか ら瀬戸内海で卓

越する東西方向の潮汐流による低層海流の湧昇を想

定した．また同じ図 6 ・図 7 上には，平成 18年 11

月 3 日における 10；OO （上げ潮時）及び 16：00 （引

き潮時）に お ける流況 （海上保安庁第六管区海洋情

報部 Web で提供）を重ね て示 して い る．

　図 9 は，植物プランク トン濃度 （ク ロ ロ フ ィ ル a

濃度 ：字宙航空研究開発機構 （1997）〉と水深デ
ー

タ

の コ ンター
マ ップを重ね合わせた もの である．

　い ずれの図からも，広島付近，及び岡山付近で資

源量が多くなっ て い るこ とが視覚的に把握でき，資

源は偏在して い る こ とがわか る．また，拠点港であ

る第 3種漁港に近接 しておらず，効率的な配置とな

っ て いない，また，水深デー
タや 流況と比較すると，

これらは瀬戸 内海で も流れが速く比較的深い海域で

あ り、資源涵養 と海底垣形 とには大きな関係がある

ことがわかる．以上か ら、今後大規模な漁場造成を

行うに当た っ て は、海底地形要因等，漁場となる可

能匪の ある海域から，漁港か らの距離に配慮しなが

ら選択 して計画 して い くこ とが肝要であると考えら

れ る．
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図 5　丙向き±り勾觀 （o ： 第鼠穩i漁港〉

匳絡 　西1騨き≠り勾配と上げ瀚時i灘 犬 （○ ：簗三 種漁蜷）

図 7 策向きよ り勾配と弓陵 潮時潟飛 （Q ：第三 種漁港〉

翻 8　ク 臼 ロ フ ィ ノレA濃農 （○ ：第三三種漁港）
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5漁港施設の立地

資源を利活用する立場にある陸側か らの視点とし

て も， 市場との結節点であ る漁港は適正 に立地して

いる必要がある．しか し，各漁港の 立地は，漁港が

立地できる地形の特性や市街地の状況か ら地域的な

偏在が ある上 に，水産庁 ； 「水産基本計画」 （3団体

の 再編整備に関する施策）にある よ うに ， 市町村合

併 と同様に効率の い い運営を目指して漁協の 合併や

漁港の拠点化が進められて い る．拠点港 としては，

漁港漁場整備法により 「その利用範囲が第
一
種漁港

よ りも広く，第三種漁港に属 しな い もの 」 と規定さ

れ る第二 種漁港 ， 及び 「その利用範囲が全国的なも

の 」 と規定される第三種漁港に集約され る と考え ら

れ るが，これまで述べ てきたとお り，海洋環境や漁

場造成を含む広域的で総合的な視野の下適正に進め

なけれ ばならない．

例えば ， 実際に現在の第 1種〜第 4 種まで の漁港

が第 2 種漁港以上，第 3種漁港の み に集約された場

合の漁港立地密度として 各県の 1漁港当た、りの海岸

線延 長を考える （表 D．図 10 に 示 され るよ うに，

集約された場合の 1漁港当たりの海岸線延長は集約

される以前よりもバ ラツキがあることがわかる．さ

らに
， 上で述べ た広島付近，岡山付近の海域に近接

した県で値が大きくなっ て おり ， 漁場造成の 可能性

の高い海域の近傍で の整備が進んで い な い と見る こ

ともできる．漁港TW］ilによ る漁港の集約化 ・拠点化

は慎重に行うべ き で あろ う．

まとめ

　以上本稿では，瀬戸内海沿岸域を対象として ， 資

源涵養による沿岸地域の再構成を行う上での広域管

理の必要性につ いて ，水産資源と漁港施設立地を通

して検討 した．得 られ た知見 を簡単 にまとめ る ．
・水産資源は偏在して お り，効率的な漁場造成が求
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表 1　 1漁港当た りの 海岸線延長
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図 10 漁港の拠点化によ る 1漁港当た りの

　　　　　 海岸線延長の 推移

め られ る，

・拠点港で ある第 3種漁港に （資源が）近接して お

らず，効率的な 配置とな っ ていな い．

・漁港の 立地に配慮した漁場造成が必要である．

・漁場の 立地に配慮した漁港の 再編が必要である．

　こ の ように、水産資源を利活用する陸側か ら見る

と、必ずしも効率的な配置とな っ て いない こ とが見

受けられる．さらに今回は触れて い な いが、市街地

立地等を配慮する と，よ りその非効率1生が顕著 とな

るであろう．人工的に大規模漁場の造成を図っ て い

く段階に至っ た今日、資源を利活用する側にもた っ

た広域的な視点か らの総合的な計画が必要である と

考え られる，また，水産資源の他にも，潮力発電等

の新エネルギ
ー
，産業廃棄物リサイクル，観光資源

等にっ い て も同様な視点からの検討が必要と考える．
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